
 

 

 

 今回のＡＳＳＥＴＳでは、日本の言う国の指導者たちの「基本的人権を感覚の無さ」を示した新聞記事を貼り付けます。尚、このＡＳＳＥＴＳをつくっている今日の日付は 10月 17日です。しかし、ここ 3月のＡＳＳＥＴＳの

資料が大量に蓄積していますので（申し訳ありません）過去の資料の分と新しい資料の分を、並行して載せます。年末までには今年分が収まると思っています（笑）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 10月 17日 第 35巻 25号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

 スリランカからきていたウシュマさんが、外国から来日した人たちを管理する事務所で、病気を訴える彼女を無視して、死なせてしまったという記事です。入獄管理事務所そしてそれを管理する 

法務省が如何に否人道的で無責任であるかを世界中に知らせてしまった忌むべき事件の記事です。外国から日本に来ている人たちへの日本政府の対応のひどさは以前から目を覆いたくなることばか

りで、雑誌「世界」の 2020年の秋の記事での特集がありますので読んでみてください。もちろん理由は「政府にお金がない」ということなのですが、しかしオリンピックはできるのですから、その

ような理屈は通用しないことは誰にでもわかるはずです。 

 そもそも日本は「少子化」の国です。ですから外国からの人たちを多く受け容れて、日本で働いてもらって日本の産業を発展させ、そして税金も納めてもらうことによってしか日本の繁栄は望め

ないのです。つまりあなた達の将来の豊かさは、外国から日本へ来る人たちを大切に受け入れない限り不可能なのです。それにも関わらず多くの日本人が「島国根性」を丸出しにした閉鎖的な対応

をし、古臭い人間ばかりの自民党政府は「外国の人たちが日本に来ないように」するだけではなく、現実に日本にいる外国の人たちへの過酷なまでの対応をしているのです。今回の悲劇があったに 

もかかわらず、責任は現場の職員に押しつけ（左）にして、自分たちは責任を免れようとするだけではなく、自民党と法務省はもっとひどい改正法案を可決しようとしているのです。（左下）（雑誌

「世界」昨年の 11月号参照：尚、9 月現在は中止することになっています。）なんとまあ先見えのしない政治家や官僚たちで、あきれ果てます。 

加えて森が日本とスリランカとの特別な関係を教えておきます。戦後アメリカ等は日本に対して「戦後賠償」を求めようとしました。しかし同じ仏教国であるスリランカの指導者ジャヤ・ワルダ

ナさんが「日本人は仏教徒が多く、慈悲深い国民が多いので、今回の太平洋戦争は極悪非道で無知な軍国主義者が起こした戦争であるから、戦後の賠償金の支払いは免除してほしい」と強い主張を

されたから、日本は戦後賠償しなくてもよくなったという経緯もあるのです。その恩人のスリランカから来た人に対するこのような行為は、まさしく恥ずべき愚かな行為であると言えるでしょう。

彼の名前を知っておけば、スリランカの首都の名前であるスリ・ジャヤワルダナ・プラコッテは簡単に覚えられるでしょう。現在、彼女の妹さんは、日本政府の無責任さそして非道さと戦う決意で

す。中学 3 年生の「公民」で学ぶ「国家賠償請求権」を行使して、日本国政府を訴えておられます。ウシュマさん家族を応援してください。そのことが日本の未来を救うことになるのです。 

【右上】相撲の世界で最古の地位である横綱の「白鳳」関に対する批判はやみません。礼儀作法をわきまえない、面癖が悪すぎてヤクザみたいである、特に相撲を張り手で殴ったり、ひじ打

ちみたいなレスリングと区別できないような相撲をし続けて、相撲を下品な国技にしてしまったなどが多く上げられています。森も「立ち合い」があまりにも姑息で、横綱なのに常に自分の

都合が良いタイミングと都合がよい位置でしか立たないという点でずっと以前から白鳳のずるい相撲は見ないことにしていました。たとえ彼が何度優勝しようとも、貴乃花や北の湖や大鵬な 

どの大横綱の足元にも及ばない、見苦しい相撲取りであるという評価は、たとえモンゴル化 R来て苦労をしたということがあったとしても、決して変わることはないでしょう。上は気が優しく

て気が弱い横綱と呼ばれた「大乃国」さん（笑）の記事ですが、新宮でもよく見ることができますので声をかけてみませんか？ 

尚、10月現在、白鳳は引退して「間垣」親方を名乗っています。 



下の左右の記事は、2021年 10月 16日（土）と、10月 17日（日）の「毎日新聞」の 1面のコピーです。毎日新聞の情熱にあふれる記者たちが、如何に日本の現在が危機的な状況にあるかを察知したうえで、学者と作家の記事

を、その新聞社の生命線に関わる「第一面」に掲載したものを、あなた達に知ってもらうために張り付けました。その主なメッセージは「これまでの数十年の日本という国さらには安倍そして菅政権という戦後最悪の政権下で、

日本には民主主義を尊重する表現の自由がなくなってきた事、特に真実を求める「大学」という学問分野でも同じようなことが起こってきた事【左】」そして「世界の進歩、とりわけお隣の韓国や中国やインドなどの進歩に比べ

て、日本の衰退があまりにもひどい状況にあること（これらすべての原因は古い体質から抜けきれない自民党の責任であること（森））【右】」です。表のウシュマさんの殺害（森は事故死ではなく「不作為による殺人＝生命を守

るべき入管の職員がその責任を放棄して起こした死亡事件」であると解しています）事件などがその典型だと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代が学べる 志 成 館  

を批判する勇気を 


